
精神保健福祉法から自立支援法 

                           そして総合支援法への移行 

     ～その弊害とサービス低下～ 



さあ降りて！いつも失敗
とは限らないからよ… 

出典：Professor Geoff Shepherd 
Maudsley Hospital, London 



• 地域における精神障害者の福祉障害福祉サービスが
貧困であることが、精神科病院に主に福祉的な対応
を行う必要のある者を、入院という環境で処遇させて
きた。 

• 昭和６２年の精神保健福祉法改正で初めて精神障害
者の地域障害福祉サービスが設立されたが、他の２
障害（身体・知的）の体系の中に押し込まれてしまっ
た。 

 

 

• 精神障害者の特性（医療看護的な支援が基盤に必
要）に合致する障害福祉サービスが必要である。 

 

 

 

地域精神障害福祉サービスの大きな問題点 



• 障害程度にかかわらず、精神障害は疾患が基盤にあ
る事から、再燃・再発という問題を有しており、いずれ
の場面においても地域精神医療の関与が欠かせな
い。 

• 障害程度が軽度な精神障害者の地域福祉サービス
は、他の障害と同一でも何とか適合できる。 

• 障害程度が中等度から重度の精神障害者には、精神
疾患の病状管理とそのための症状などをケアする特
別な専門的支援（看護などの専門職対応）が常時必
要である。 
 

• 障害程度が重い精神障害者の地域生活サービスとし
て、現在のサービス類型に機能を付加し、特性に合致
したサービスとする必要がある。 

精神障害者に必要な地域福祉のサービス形態 
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精神障害者福祉の特徴と「現在の体系の問題点」 

入院精神医療
サービス 

地域精神医療サービス 

地域生活 
サービス 

就労訓練・支援 

精神障害者の福祉 

精神障害者の医療 

医療サービスの
体制が希薄 

医療・福祉の総合的
サービスが未整備 





精神障害者福祉の特徴と「今後のあるべき姿」 

入院精神医療
サービス 地域精神医療サービス 

地域生活 
サービス 

医療・福祉の 
総合的複合サービス 

地域生活支援・訓練センター 

就労訓練・支援 

精神障害者の福祉 

精神障害者の医療 

付加が
必要 

創設が
必要 



• 社会生活訓練(旧法施設役割：対象退院患者）  

   →地域生活者も対象に。（ステップアップ訓練） 

• 地域啓発活動 (旧法施設役割） 

• ショートステイ  (一部の旧法施設役割） 

• 危機介入、レスパイトケア 
• ２４時間電話相談( 医療・福祉) 

• 従業者育成・研修、スーパーバイズ 
• 家族等支援、心理教育 
• 就労支援 

• その他 
 
 
 

～新：地域支援訓練施設（仮称）～ 
新たな役割機能 
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（旧）生活訓練施設を 「地域生活支援・訓練センター」へ 

経過措置中 新法公布後 移行経過中 

訓練入所 
（退院者中心） 

 
地域啓発活動 

訓練入所 
（退院者中心） 

 
地域啓発活動 

 

・訓練入所 
（地域生活者） 
・緊急時対応 
・ショートスティ 
 レスパイトケア 
・24時間医療相談 
・就労支援 
・地域定着支援 

 

・訓練入所 
（退院者＆地域生活者） 

 
・危機介入センター 
 
・ショートスティ 
 レスパイトケア 
 
・24時間医療相談 
 
・就労支援 
 
・人材育成、支援 
 
・家族支援 
 
・地域啓発活動 

経過措置（～Ｈ２４．３） 宿泊型自立訓練＋その他のサービス 総合支援法あるいは精神保健法 

地域生活支援・訓練 
センター 生活訓練施設 

赤字は総合福祉部
会報告で提言内容 

宿泊型自立訓練 





看護職配置加算 



退院促進と 

  精神障害者地域移行・地域定着支援事業 

 

  ～総合支援法の個別給付に位置づけ～ 











国の考える精神医療と福祉の今後 





まとめ 

 

～これからに対する具体的要望～ 



重度の精神障害者が地域で暮らすためには 

• 現在の障害福祉サービスでは対応できない。 

• 新たなサービス体系あるいは現在の体系に付
加する機能（人員など）が必要。 

• 生活支援のみではなく、医療と看護の面からの
疾病管理とリハビリテーション（訓練ではなく）を
おこなうことが出来るサービスを構築する。 

• 疾病は、時間をかけても緩やかに回復する可能
性がある。回復のための治療的対応とリハビリ
テーションは重要な要素である。（この点で、他
の固定した障害とは異なる、精神障害者の特性
である。） 



精神障害者の障害福祉サービスに必要なこと 

• 地域生活をサポートする基幹的なセンターとしての地
域生活支援・訓練センターを設置すること。これらは
サービス提供量に応じた報酬ではなく、一定額の定額
な委託補助にて運営されること。 

• ケアホームを医療強化型とし、看護専門職を配置する
こと。および疾病回復のためのリハビリテーションが
行えるスタッフ（生活支援員⇒回復指導員）を配置し
評価すること。 

• ケアホームにおいて夜間時間帯の常時対応を可能と
する現実的な人員配置加算（人件費相当分）を設ける
こと。 

• グループホーム・ケアホームでの疾病管理（服薬確
認・病状管理・医療連携など）のための精神疾患管理
加算を新設し、病状悪化を防止すること。 



福祉ホームＢ型  ⇒ ケアホーム(２０１２．４～） 
Care home 



グループホーム「あおぞら」 
Group home 



グループホーム「あおば」 
Group home 



地域活動センターふらっと 
Community livelihood support project 

 



就業・生活支援センター 
Working and Livelihood  support  center 



地域交流行事 
お花見 

ぶどう
狩り 

もちつき 観光船 



就労継続支援 
 Support for continued working  

パン 
お菓子 
製造販売 



就労継続支援 
 Support for continued working  

病院内喫茶 

 
レストラン 



 D'où Venons Nous / Que Sommes Nous / Où Allons Nous  

『 我々はどこから来たのか 、我々は何者か 、我々はどこへ行くのか 』 

P. Gauguin / 1897 




